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ゆうきち
吉

エ
ッ
セ
ー

緑
の

　

様
々
な
森
の
姿
を
描
い
た
一
冊
の
画
集「
エ
メ
ラ
ル

ド
の
森
」が
私
の
机
の
上
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ

に
は
日
本
の
里
山
や
奥
山
、
海
外
の
熱
帯
雨
林
、
野
生

動
物
が
群
が
る
サ
バ
ン
ナ
、
野
鳥
が
休
む
大
湿
原
な
ど

の
景
色
が
描
か
れ
た
数
百
枚
の
絵
が
並
ん
で
い
ま
す
。

精
緻
な
筆
使
い
と
鮮
や
か
な
絵
具
に
よ
り
生
き
生
き

と
描
か
れ
た
森
は
、
現
実
を
越
え
た
夢
の
エ
メ
ラ
ル
ド

の
世
界
で
す
。
こ
れ
ら
は
私
の
友
人
で
あ
る
磯
野
宏
夫

画
伯
が
あ
ち
こ
ち
の
森
を
訪
れ
た
時
の
写
真
と
印
象
か

ら
、
自
然
環
境
や
地
域
の
暮
ら
し
の
情
景
を
イ
ラ
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
創
作
し
た
も
の
で
す
。
私
は
暇
が

あ
る
と
こ
の
画
集
を
開
き
、
美
し
い
画
面
を
眺
め
て
、

ゆ
っ
く
り
と
し
た
時
間
を
過
ご
し
ま
す
。

　

磯
野
画
伯
は
森
林
を
愛
す
る
芸
術
家
で
す
が
研
究
者

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
画
面
に
は

森
林
の
仕
組
み
や
働
き
が
よ
く
表
れ
て
い
ま
す
。
た
と

え
ば
、
雑
木
林
の
風
景
に
は
山
里
の
暮
ら
し
と
の
関
わ

り
が
よ
く
感
じ
ら
れ
、
自
然
と
の「
共
生
」が
見
え
て
き

ま
す
。
深
い
原
生
林
の
絵
に
は
、
数
多
く
の
種
類
の
大

小
の
樹
木
と
蔓つ
る

と
が
絡
み
合
い
、
安
定
し
た
生
態
系
の

仕
組
み
と
植
生
遷
移
の「
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
」が
映
っ
て

い
ま
す
。
湿
地
に
暮
ら
す
水
鳥
や
乾
燥
し
た
草
原
を
駆

け
る
野
生
動
物
の
姿
に
は
生
物
の「
多
様
性
と
順
応
性
」

の
様
子
が
わ
か
り
ま
す
。
災
害
や
荒
廃
の
後
に
甦
る
森

の
姿
に
は
、
た
く
ま
し
い
自
然
の
回
復
力「
レ
ジ
リ
ア

ン
ス
」が
見
え
ま
す
。

　

森
を
理
解
す
る
の
に
欠
か
せ
な
い
大
切
な
性
質
で
あ

る
多
様
性
、
持
続
性
、
再
生
力
、
社
会
性
、
文
化
性
な

ど
を「
エ
メ
ラ
ル
ド
の
森
」は
巧
ま
ず
に
、
誰
に
で
も
わ

か
る
よ
う
に
見
せ
て
く
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
森
は
私
た

ち
が
人
間
ら
し
い
豊
か
な
暮
ら
し
を
送
る
の
に
必
要
な

社
会
的
な
財
産
で
あ
る
こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。
こ

の
一
冊
の
画
集
は
、
森
林
科
学
の
大
学
教
科
書
よ
り
も

森
の
こ
と
を
目
で
理
解
で
き
る
楽
し
い
教
材
だ
と
思
い

ま
す
。

　

私
は
、
磯
野
画
伯
の
絵
に
見
え
る
自
然
の
仕
組
み

を
エ
ッ
セ
イ
風
の
文
章
で
解
説
し
、
そ
し
て
、
絵
を

動
か
し
、
音
楽
を
組
み
合
わ
せ
た
ブ
ル
ー
レ
イ
デ
ィ
ス

ク「
エ
メ
ラ
ル
ド
の
夢
・
森
の
国
日
本
」を
つ
く
り
ま
し

た
。
画
家
と
森
林
研
究
者
の
共
同
作
品
で
す
。
今
、
身

近
な
友
達
に
見
て
も
ら
い
評
判
を
聞
い
て
、
朗
読
を
加

え
た
り
し
な
が
ら
改
造
を
試
み
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

癒
し
と
森
の
勉
強
に
な
る
ブ
ル
ー
レ
イ
デ
ィ
ス
ク
が
完

成
す
る
の
が
楽
し
み
で
す
。
肩
苦
し
い
話
し
か
出
来
な

い
私
に
と
っ
て
は
大
き
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
す
。

　

左
の
絵
は
ど
ち
ら
も
画
集「
エ
メ
ラ
ル
ド
の
森
」か
ら

の
引
用
で
す
。
広
葉
樹
と
針
葉
樹
が
モ
ザ
イ
ク
状
に
配

置
さ
れ
た
里
山
に
た
た
ず
む
農
家
の
景
色
や
深
い
雪
に

埋
れ
た
手
つ
か
ず
の
ブ
ナ
林
の
明
る
い
景
色
は
、
次
世

代
に
残
し
た
い
日
本
の
森
だ
と
思
い
ま
す
。
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京
都
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生
ま
れ
、京
都
大
学
農
学
部
卒
業
、農
学
博
士
。

信
州
大
学
、東
京
農
工
大
学
、日
本
大
学
教
授
、そ
の
間
、ワ
シ
ン
ト

ン
大
学
、ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
森
林
研
究
所
で
森
林
計
画
を
研
究
。

日
本
林
学
会
長
、農
林
水
産
省
林
政
審
議
会
長
を
務
め
た
。現
在
は

神
奈
川
丹
沢
の
自
然
再
生
の
市
民
活
動
に
参
加
。現
職
は
日
本
森
林

林
業
振
興
会
会
長
。

最
近
の
著
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者
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ど
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情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」

（
2
0
1
0
）, 「
森
林
科
学
」（
2
0
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）

雪に覆われた静寂な冬の奥山

天然林と人工林とで彩られた秋の里山
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